






 要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)、事故について、その実態を明らかにするために 2つの

全国調査、およぴ人口動態磁気テープ等を使用し検討を行った。

  その結果、SIDS について明らかになった主な点は、平成 7 年の SIDS は 579 名で、発生

頻度は出生 1,000 人対で 0.49、平成 8 年は 526 名で 0.44 で、平成 7 年、8 年共に乳児(0

歳)死因順位の第 3位であった。新生児期を除いた生後 4週以降 1歳未満の死因順位では、

SIDS は先天奇形に次いで第 2 位であった。SIDS は男児、複産、出生体重 250Og 未満、妊

娠期間 36 週未満、母の年齢 25 歳未満、死亡月は 12 月から 5 月、死亡時刻は早朝 4 時か

ら午前中およぴ第 3 子以降に多かった。保健婦による聞取り調査の結果、SIDS は対照児

に比べ次の育児環境因子で発生率が有意に高いことが明らかになった。①寝かせ方につい

ては、うつぶせ寝があおむけ寝に比べ高く、そのオッズ比は 3.00 ( P<0.001、95%信頼区

間 2.03～4.64)であった。②栄養方法については、人工栄養児が母乳栄養児に比べ高く、

そのオッズ比は 4.83 ( P<0.O01、95%信頼区間 2.73～9.48)であった。③喫煙については、

両親が喫煙していると高く、そのオッズ比は 4.67 ( P <0.001、95%信頼区間 2.14～12.54)

であった。

  今回の調査結果より、SIDS児はうつぶせ寝、母乳栄養でない児、両親の喫煙によリ 3.00

～4.83 倍多く発生すると結論された。

  また、平成 9 年 11 月から 3力月間に得られた 6 歳以下の未就学児の事故症例は 14,612

例(平成 10年 3 月 20日集計分)であった。

  性別は男 8,481 例(58.4%)、女 6,031 例(41.6%)で、傷病の程度は要入院が 14,612 例中、

476 例(3.3%)で入院期間は平均 7.5 日、重傷 98 例(0.7%)、死亡 33 例(0.2%)であった。後

遣症の有無では、後遺症の可能性があるものは399 名(2.7%)であった。

  これらの事故症例を詳細に分祈することにより、乳幼児の事故について、年齢別、場所

別の実態とその防止策を検討することが可能となり、年齢に応じた事故防止の保健指導が

可能となった。


